
























― 1915 年から 1925 年まで―
孫　　佳茹









































































は 170団，隊員 4630名，指導員（正規）88名に達した 5。
3，指導者養成
江蘇省内における童子軍を指導できる人材の育成が，童子軍運動を推進していく上での不可欠の





































童子軍之操法▲ 三時 顧  果
方位○ 一時 唐昌言
觀察○ 半時 沈維楨
点火法▲ 一時 一時 李啟藩
救急法▲ 六時 四時 李啟藩
測量▲ 一時 一時 李啟藩
天幕張り▲ 一時 一時 顧  果
天体識別☆ 一時 沈恩孚
童子軍之組織法○ 四時 唐昌言
國旗解釋及升旗法▲ 半時 半時 顧  果
禮節☆ 一時 半時 顧  果
追跡記号☆ 半時 沈維楨
手旗信号▲ 四時 二時 薛元龍
ランニング☆ 半時 沈維楨
炊事▲ 一時 二時 顧  果
地図の描方○ 一時 李啟藩
号笛○ 一時 顧  果





















































































































































注：（1） 翻 訳 の 元 記 事：Lorne W. Barclay「The Significance of the Boy Scout Movement to Physical 
Education」『American Physical Education Review』Volume 24, Issue 1, 1919, Page 10–16。
（2） 翻訳の元記事：ABBY PORTER LELAND「SCOUTING EDUCATION FOR GIRLS」『The Journal of 
Education』，Vol. 90, No. 8 (2244) (SEPTEMBER 4, 1919), 206–207頁 .
（3） 翻訳の元記事：JAMES E. RUSSELL「SCOUTING EDUCATION」『The Journal of Education』，























回数 会合名称 開催時間 備考（場所）
1 非正式会議（注 1） 1921.5 第五回極東選手権競技大会開催期間中（5.30–6.4，於上海）
2 全国童子軍連合会協議会（注 2） 1922.5.12–5.13 上海青年会
3 童子軍教育組（注 3） 1922年夏 第 1回年次大会（於済南）
4 童子軍教育組（注 4） 1923年夏 第 2回年次大会（於北京）
5 童子軍教育組（注 5） 1924年夏 第 3回年次大会（於南京）
6 童子軍教育組（注 6） 1925年夏 第 4回年次大会（於太原）
7 童子軍教育組（注 7） 1926.1予定 武昌文華大学に於いて会合の予定
（出所） 注 1と注 2は「要聞：國内之部：全國童子軍大會預誌」『新教育』第 4卷第 5号，1922年，937
頁より。注 3は「题名：分組會議紀錄：第十九童子軍教育組」『新教育』第 5卷第 3号，1922
年，563–566頁より。注 4は「分組會議紀錄：第十五，童子軍教育組」『新教育』第 7巻第 2–3
号，1923年，205–208頁，567頁より。注 5は「第二十二：童子軍教育組」『新教育』第 9卷第
3号，1924年，621–625頁，698–699頁より。注 6と注 7は「分組會議議案彙錄：童子軍教育組」




































 4 「記事 学事一束 江蘇童子軍連合会成立」『教育雑誌』第 9巻第 7号，1917年，54頁。
 5 「文牍 :呈斉省長陳明童子軍辦理情形文 :附表」『江蘇省教育会月報』第 8号，1919年，10–11頁。
96 中華民国時期における「童子軍」運動の展開と教育団体との関わりについて（孫）
 6 1915年に上海公共租界で YMCAによって童子軍指導者の講習会が開かれた。江蘇省教育会が YMCAに交渉し 20
名の受講枠を確保し，江蘇省の童子軍指導者人材を育成する発端となった。
 7 「童子軍暑期研究会紀要」『申報』（15980号）1917年 8月 10日，10頁。
 8 「蘇敎育行政會議紀事（五）」『申報』（16266号）1918年 5月 31日，7頁。1918年江蘇省教育行政第三回会議で，
教育庁より教育会に夏休み中に童子軍講習会の開設を依頼し，そして，各県より聴講するための代表を派遣するこ
とを提案されている。
 9 「提倡童子軍敎育之呈文」『申報』（17213号）1921年 1月 19日，10頁。









 15 世良正浩「五四時期における中国教育改造の課題―中華教育改進社の教育認識を中心として―」『日本の教育史学 : 
教育史学会紀要』教育史学会，第 24巻，1981年，69頁。
 16 中国新教育運動は，「民国北洋政府時期と国民政府初期（1912–1930）に蔡元培・黄炎培・郭秉文・蒋夢麟・陶行
知・胡適ら欧米留学の新教育家グループが主導的役割を担い，実用主義教育哲学を理論基礎として，伝統を改革す
る中西教育に尽力し，中国教育現代化を実現させた教育改革運動」のことである（汪楚雄『啓新与拓域―中国新教
育運働研究（1912–1930）』山東教育出版社，2010年）。
 17 「全国教育会連合会歴届会議概況」『中国現代教育史教学参考資料』，人民教育出版社，1987年，540–541頁。
 18 「全国教育会連合会歴届会議概況」『中国現代教育史教学参考資料』，人民教育出版社，1987年，542頁。
 19 江蘇第三師範小学校の校長である唐昌言が中華教育改進社の刊行物である『新教育』で，1921年の全国童子軍の
進行状況についての報告している。唐は中国の童子軍指導者の人材養成，全国における童子軍研究会の組織現状，
女童子軍（ガールガイド）の組織方法，及びその年の中華童子軍の活動内容について報じているほか，アメリカの
ボーイスカウトがうまく進んでいる原因が国会で認められ，国家事業として進められることにあると指摘してい
る。それに比べ中国の童子軍事業がまだ国家事業として認められていないことが大きな問題点と述べている（唐昌
言「民国十年之童子軍教育」『新教育』第 4巻，第 2号，1922年，236–240頁）。
 20 張伯苓（1876–1951）は民国時期の有名な教育者であり，中国オリンピックの先達とも呼ばれるほど，体育界でも
影響力を持った人物である。張が創立者の 1人を務めた南開学校にも童子軍が設置されていた。
